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	講演の概要

　　植物は胚発生を経て種子をつくります。この過程で、芽生えに見られる基本的な体のパターンが出来上がり、双子葉植物においては２枚の子葉の間にただ一つだけ茎頂分裂組織が形成されます。そして、芽生えた後の地上部では、茎・葉・花などの全ての器官がこの茎頂分裂組織から新しく次々と生じます。このことから、植物の発生において茎頂分裂組織が重要な働きをすることがわかります。また、植物は芽生えた後に成長しても枝分かれをしなければ主軸が一本あるだけですが、実際には多くの植物が枝分かれをします。その枝は、葉が茎に接続する境界部（腋）に発生する腋生分裂組織が成長したものです。ここで特筆すべき点は、腋生分裂組織から生まれる枝の先端には新たな茎頂分裂組織が形作られることです。すなわち、植物は腋生分裂組織の形成を通じて、胚発生とは独立に後胚発生的に茎頂分裂組織を新たに作り出すことができるのです。そして、それら枝においても、主茎と同じように各器官が生みだされていくことになります。このように、植物が特有の体づくりを行う時、これら二つの地上部の分裂組織が重要な働きをします。
　　茎頂および腋生の分裂組織の形成と維持に関わる仕組みに関して、私たちは、感染応答反応の一部が常に活性化しているとともに分裂組織にユニークな特徴を持つシロイヌナズナの変異体を利用することで、既存の研究では迫ることができにくいような制御機構を追求する試みを行ってきました。その結果、茎頂・腋生の両方の分裂組織ともに関して、分裂組織の外に位置する組織から分裂組織の形成あるいは維持に対して影響を与えるような仕組みについての知見を得つつあります。この仕組みは、そもそもの発生過程で働いているのに加えて、感染に代表される外的環境の変化あるいは内的環境の変化に応じて植物が柔軟に形作りを調節する仕組みの理解にもつながるものと期待しています。今回、その経過と現状に関してお話しして、今後の展開に向けた議論などをさせていただきたいと考えています。
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